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ジカ熱の影響 

1．ジカウイルス感染症とは 

ジカウイルスが感染することにより起こる

感染症で、軽度の発熱、発疹、筋肉痛、関節

痛倦怠感、頭痛などの症状です。ジカウイル

スは母体から胎児への感染を起こすことがあ

り、小頭症などの先天性障害を起こす可能性

があるとされています。 

２．どのように感染するのですか 

ジカウイルスを持った蚊が人を吸血するこ

とで感染します。基本的には、感染した人か

ら他の人の感染するような病気ではありませ

んが、輸血や性行為による感染が指摘されて

います。感染しても全員が発症するわけでな

く症状が軽いため気づかないこともあります。

妊娠中の女性が感染すると、胎児に感染する

可能性が指摘されていますが、感染時期は分

かっていません。 

３．世界のどの地域が流行ですか 

南半球に位置する、アフリカ、中南米、ア

ジア太平洋地域で発生があります。 

今般、オリンピック・パラリンピックが行わ

れるブラジルでは、感染の影響を受けた、小

頭症の事例が 3 月 19 日時点で、5,200 例ある

とブラジル保健省が発表しています。 

４．日本では 

 日本国内では、海外の流行地で感染し発症

した症例が 3 件程度あります。感染を媒介す

る蚊は日本にもいるとのことです。今のとこ

ろ治療薬はないので、感染しても症状が軽い

場合は、２～７日安静にしていたら治るとい

われています。しかし、ブラジル保健相は、

妊娠中のジカウイルス感染と、胎児の小頭症

に関連がみられると発表しており、渡航には

十分注意が必要です。      （安田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

びわこ彦根広報板 

〔２月の活動記録〕 

時間外預託点数 ６点 （１人） 

奉仕活動点数  ３点 （３人） 

 

〔運営委員会・月例会〕 

実施  ３月２日（火）ＰＭ１：３０～ 

予定  ４月５日（火）ＰＭ１：３０～ 

 

〔２月度の経過報告〕 

*サロン開催実績 

おしゃべり４回１６名 パソコン０回 

卓球４回１２名 読書１０人１３冊 

チビッコサロン １４組３２名 

〔助け合い〕０件 

 

〔福祉調査センターの活動〕 

実施  ３月 ２件  

＊27 年度は外部評価１５件、第三者２件 

予定  ４月 未定 

＊28 年度は外部評価１０件の予定 

    

〔連絡事項〕 

・ナルク平２７年度の決算日が 3月 31日（木）

で、提出期限は４月１１日（月）です 

・会計監査は４月５日月例会の日にお願いし

ます・松田津ぎ江さん、尾高寿美子さん 

・彦根市宅老所補助金に関する書類は、平２

７年度実績報告と平２８年度交付申請を作

成し、提出期限は４月１１日（月）です。 

・３月２日（水）フオローアップ研修が終了

しました。参加者は７名でした。 

・２８年度は、第三者評価を積極的に取組む

予定です。第三者評価員調査員の皆さんの

ご協力をお願いします。 
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